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中
国
人
の
日
常
会
話
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
表
現
を
よ
く
見
聞
き

す
る
。

　
　
内
外
有
別
。（
ウ
チ
と
ソ
ト
を
区
別
す
る
）

　
　
胳
膊
肘
不
能
往
外
拐
。（
直
訳
で
は
ひ
じ
を
外
側
に
曲
げ
な

い
。
喩
え
と
し
て
味
方
や
身
内
に
と
っ
て
不
利
な
こ
と
を
し

な
い
）

　
　
家
丑
不
可
外
揚
。（
身
内
の
恥
は
外
に
出
さ
な
い
）

　
　
大
家
都
不
是
外
人
、
放
心
吧
！
（
皆
は
他
人
で
は
な
い
か
ら
、

安
心
し
な
さ
い
）

　
　
別
見
外
呀
！
（
水
臭
い
こ
と
は
よ
せ
よ
）

　
　
一
家
人
不
説
両
家
話
。（
身
内
ど
う
し
で
は
他
人
行
儀
に
ふ
る

ま
わ
な
く
て
よ
い
）

　
　
自
己
哥
們
的
事
情
、
不
能
袖
手
旁
観
。（
仲
間
の
こ
と
だ
か

ら
、
黙
っ
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
）

　
　
他
是
咱
們
的
人
嗎
、
要
不
要
防
着
一
点
儿
？
（
彼
は
ウ
チ
の
人

な
の
か
？
　
少
し
用
心
し
よ
う
か
？
）

　
　
…
…

　
こ
れ
ら
の
言
葉
は
社
会
的
相
互
作
用
に
お
い
て
、
物
事
を
認
識
・

処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
時
、
中
国
人
は
「
内
」
と
「
外
」
を

用
い
て
、
人
の
群
れ
の
中
に
存
在
す
る
境
界
を
隠
喩
す
る
。
境
界
内

は
「
ウ
チ
」
で
、
境
界
外
は
「
ソ
ト
」
で
あ
る
。「
ウ
チ
」
と
「
ソ

ト
」
に
対
し
て
、
全
く
異
な
る
処
世
術
に
従
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容

は
信
頼
す
る
か
ど
う
か
、
親
密
か
ど
う
か
、
責
任
を
負
う
義
務
が
あ

る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
行
動
規
範
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。“
物
以

類
聚
、
人
以
群
分
”（
類
は
友
を
呼
ぶ
、
人
は
群
で
分
か
れ
る
）
の

よ
う
に
、
各
文
化
タ
イ
プ
の
中
で
、「
私
た
ち
」「
彼
た
ち
」
に
分
か

中
国
社
会
文
化
に
お
け
る“
我
”ま
た
は
／
お
よ
び“
我
們
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“我”

(私たち)

(彼／あなた)

(彼たち)（集団間関係）

(自分と集団の関係) (他者と集団の関係)

“我們”

“人際関係”
（対人関係）

“群際関係”

（私）

“群己関係” “他群関係”

“他們”

“他／你”

図１　社会心理学が注目している重要な心理的関係

注 ：「私」と「あなた」、「私たち」と「あなたたち」、「私」
と「あなたたち」、「私たち」と「あなた」の中の「あ
なた／あなたたち」は、関係の相互作用を強調すると
きに使用する概念である。“咱們”（我々）／“咱倆”
（我々二人）は、「私」が「あなた」に対する関係であ
り、「私たち」が「あなたたち」と一体になったとき
に使用する概念である。本稿では、「私―私たち」と

「私たち―彼たち」の関係に注目し、「あなた」と「あ
なたたち」の関係はここでは検討しない。
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れ
て
、「
内
集
団
」
と
「
外
集
団
」
の
概
念
を
形
成
す
る
の
は
、
疑

い
の
余
地
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、“
自
己
人
”
と
い
う

概
念
に
注
目
す
る
必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

一
　
な
ぜ
“
自
己
人
”を
研
究
す
る
の
か

㈠
　
社
会
心
理
学
者
の
文
化
自
覚 

　
│
│
“
自
己
人
”の
研
究
背
景

　
社
会
で
生
活
し
て
い
る
人
々
は
、「
私
」「
彼
」「
私
た
ち
」「
彼
た

ち
」
の
概
念
と
意
識
を
形
成
す
る
。
あ
る
意
味
で
、
社
会
心
理
学
は

こ
れ
ら
の
概
念
間
の
心
理
距
離
と
心
理
効
果
を
研
究
す
る
学
問
分
野

で
あ
る
。
社
会
心
理
学
の
視
点
で
は
、個
人
と
個
人
の
関
係
は
「
私
」

―「
彼
／
あ
な
た
」
の
心
理
関
係
で
、
集
団
と
集
団
、
社
会
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
社
会
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
関
係
は
「
私
た
ち
」―「
彼
た
ち
」
の
心

理
関
係
で
、
自
分
と
当
集
団
／
当
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
関
係
は
「
私
」
と

「
私
た
ち
」
の
心
理
関
係
で
、「
私
た
ち
」
か
ら
見
る
“
群
己
関
係
”

（
他
者
と
集
団
の
関
係
）
は
、「
彼
」
と
「
彼
た
ち
」
の
心
理
関
係
で

あ
る
（
図
1
参
照
）。
関
係
と
は
、
こ
こ
で
は
二
重
の
意
味
が
あ

る
。
一
つ
は
接
続
、
接
触
、
交
際
、
関
連
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
交
流
等
の
双
方
間
の
相
互
作
用
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
価
値
志

向
で
あ
る
。
後
者
は
往
々
に
し
て
前
者
の
中
に
潜
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
自
分
と
集
団
の
関
係
に
は
、「
公
」
と
「
私
」
は
ど
ち
ら
が
重
要

な
の
か
、
ど
ち
ら
が
優
先
な
の
か
と
い
う
価
値
志
向
を
含
ん
で
い
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
文
化
心
理
学
の
興
起
と
学
際
的
学
問
分
野

に
あ
る
華
人
本
土
心
理
学
者
の
文
化
自
覚
に
伴
っ
て
、
中
国
人
の
心

理
を
ど
の
よ
う
に
研
究
・
理
解
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
理
論
と
研

究
方
法
を
用
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
華
人
心
理
学
者
の
注
目

を
集
め
た
一
方
、
北
米
の
社
会
心
理
学
者
の
文
化
研
究
も
促
進
で
き

た
﹇
楊
中
芳 1991 a, 1991 b, 1996 ; 

楊
国
枢 1993 ; 

朱
瑞
玲 1993 ; 

H
o 1991 , 1995 , 1998 ; N

isbett 2004 ; 

朱
瀅
・
伍
錫
洪 2017

﹈。
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一
九
九
八
年
、
ア
メ
リ
カ
社
会
心
理
学
分
野
の
権
威
あ
る
連
続
刊

行
物
『
社
会
心
理
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』第
四
版
が
発
表
さ
れ
、当
分
野

の
四
人
の
先
駆
者
が
六
四
ペ
ー
ジ
の
長
文
を
書
い
て
、
社
会
心
理
学

と
文
化
と
の
関
係
を
系
統
的
に
論
述
し
た
。
氏
ら
は
、
近
年
の
研
究

か
ら
見
る
と
、
基
本
的
な
心
理
過
程
の
多
く
は
、
実
は
文
化
の
意
義

と
文
化
の
実
践
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
欧
米
と

は
異
な
る
他
の
文
化
で
は
、
心
理
過
程
は
欧
米
文
化
の
人
々
と
大
き

く
異
な
る
。例
え
ば
、欧
米
人
は
、社
会
的
行
為
が
個
人
の
特
性
に
基

づ
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
他
文
化
の
人
々
は
社

会
の
役
割
、
責
任
と
状
況
と
い
っ
た
要
素
で
人
々
の
行
為
を
解
釈
す

る
。
欧
米
人
は
、一
般
的
に
自
分
が
唯
一
で
、他
の
人
と
は
異
な
り
、

他
の
人
を
超
え
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
人
々

は
、
自
分
が
普
通
で
、
他
の
人
と
あ
ま
り
違
い
が
な
い
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
背
後
に
あ
る
仮
説
は
、
社
会
生
活
に
参
加

す
る
に
は
、
人
々
は
文
化
モ
デ
ル
、
文
化
の
意
義
と
文
化
の
実
践
を

自
分
の
基
本
的
な
心
理
過
程
の
中
に
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
心
理
過
程
は
逆
に
、
文
化
シ
ス
テ

ム
を
制
限
し
、再
生
産
し
、変
更
さ
せ
て
い
る
﹇Friske et al. 1998
﹈。

　
社
会
心
理
学
の
視
点
か
ら
、
文
化
と
は
何
か
、
文
化
と
社
会
心
理

学
の
相
互
構
築
等
の
重
要
な
課
題
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ
た
っ
て
、

文
化
衝
突
、
文
化
接
触
、
文
化
間
の
関
係
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
的

視
点
か
ら
各
文
化
の
自
己
構
築
過
程
と
因
果
関
係
を
検
討
す
る
こ
と

は
ま
も
な
く
研
究
の
焦
点
に
な
っ
た
﹇C

hiu and H
ong 2006 ; 

W
yer, C

hiu, and H
ong 2010 ; N

isbett, 2004

﹈。
心
理
学
者
は
、
西

洋
中
心
の
立
場
を
捨
て
、
文
化
自
覚
を
保
持
し
、
す
な
わ
ち
「
社
会

／
文
化
／
歴
史
」
の
視
点
か
ら
社
会
成
員
の
思
考
と
行
動
ロ
ジ
ッ
ク

を
解
析
す
る
。
こ
の
点
に
気
づ
い
た
た
め
、
社
会
心
理
学
分
野
は
、

心
理
学
の
「
始
ま
り
」
を
切
り
拓
い
た
七
〇
年
代
の
「
認
知
革
命
」

﹇
李
少
崐 1991

﹈
と
肩
を
並
べ
る
「
文
化
革
命
」
が
現
れ
た
。

　
華
人
社
会
心
理
学
者
が
主
導
す
る
「
心
理
学
本
土
運
動
」﹇
楊
国

枢 1993 ; 

朱
瑞
玲 1993

﹈
は
、
中
国
内
陸
、
中
国
香
港
台
湾
地
区
に

お
い
て
、
多
く
の
本
土
色
を
帯
び
た
研
究
を
徐
々
に
始
め
、“
関

係
”(guanxi )

、“
人
情
”、“
面
子
”、“
孝
道
”（
親
孝
行
）、“
和
諧
”

（
調
和
）、“
中
庸
”
と
い
っ
た
概
念
が
研
究
者
の
視
野
に
入
っ
た
。

中
国
人
学
者
に
と
っ
て
は
、
多
く
の
研
究
の
最
初
の
問
題
意
識
は
、

西
洋
社
会
心
理
学
理
論
の
解
釈
力
の
乏
し
さ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ

る
。
あ
る
特
定
の
文
化
で
生
活
し
て
い
る
人
々
が
、
対
人
関
係
、
自

分
と
集
団
、
集
団
間
の
関
係
を
扱
う
文
化
的
方
式
や
文
化
的
価
値
を

発
展
さ
せ
た
場
合
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
、
そ
の
方
式
と
価
値
を
表
す

特
有
な
文
化
概
念
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
﹇
陳
原

1980 ; 

楊
中
芳 1991 a, 1991 b; 

威
廉
斯2005

］。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
ら
の
文
化
概
念
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
必
須
な
課
題
と
な
る
。

㈡
　
西
洋
社
会
心
理
学
で
解
釈
で
き
な
い
概
念
か
ら 

中
国
文
化
心
理
を
理
解
す
る

　
従
来
の
社
会
心
理
学
の
発
見
は
、
人
間
の
行
為
を
解
釈
す
る
た
め
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の
普
遍
的
な
規
則
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
文
化
自
覚
が
喚
起

さ
れ
た
時
、
以
下
の
よ
う
な
論
理
に
沿
っ
て
分
析
で
き
る
。
な
ぜ
、

い
わ
ゆ
る
普
遍
的
な
理
論
を
採
用
し
た
の
に
、
本
土
の
文
化
概
念
を

深
く
十
分
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
字
面
か
ら
見
れ
ば
、“
自
己
人
”
に
最
も
近
い
学
術
的
概
念
は

“
自
己
”（
自
分
）
ま
た
は
“
自
我
”（
自
己
、self

）
で
あ
る
。
社
会
心

理
学
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
簡
単
に
出
せ

る
。「
自
己
」（self

）
は
常
に
注
目
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、W
illiam

 
Jam

es

の
「
自
己
」
に
関
す
る
研
究
か
ら
数
え
る
と
、
社
会
心
理
学

者
は
こ
の
領
域
に
お
い
て
少
な
く
と
も
百
年
以
上
の
学
術
的
な
研
究

を
積
み
重
ね
て
き
た
。「
自
己
」
に
関
す
る
研
究
が
主
流
の
社
会
心

理
学
界
に
お
い
て
は
、
成
果
は
豊
富
で
、
研
究
者
が
集
ま
る
だ
け
で

な
く
、
他
の
研
究
テ
ー
マ
に
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
し
か
し
、
主

流
の
社
会
心
理
学
に
お
け
る
「
自
己
」
に
関
す
る
研
究
は
、
典
型
的

に
は
「
方
法
論
的
個
人
主
義
」
の
理
論
を
採
用
し
、
個
人
は
集
団
の

中
（individual in the group

）
に
あ
り
、
そ
の
境
界
が
明
晰
で
、

独
特
・
唯
一
の
特
性
を
持
っ
て
い
る
一
方
、
集
団
は
単
に
個
人
が
生

存
す
る
外
部
環
境
で
あ
り
、
個
人
の
自
己
独
立
性
を
妨
害
す
る
負
の

環
境
で
あ
る
（
例
え
ば
、A

che

の
服
従
実
験
）
と
仮
定
す
る
。“
自

己
人
”
と
“
自
己
”
は
一
文
字
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
社

会
文
化
に
浸
っ
て
い
る
人
々
は
、“
自
己
人
”
は
“
自
己
”
や
“
自

我
”
と
は
同
じ
で
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
る
﹇
楊
中

芳 1991 a, 1991 b

﹈。
冒
頭
に
挙
げ
た
日
常
で
使
用
し
て
い
る
こ
の

概
念
に
関
す
る
表
現
か
ら
見
て
も
、“
自
己
人
”
は
「
自
分
」
一
人

に
限
ら
ず
、「
自
分
」
の
枠
内
の
成
員
に
な
る
理
由
の
あ
る
人
ま
た

は
一
部
の
人
、「
自
分
」
に
属
し
て
い
る
人
を
指
す
こ
と
が
わ
か

る
。
彼
あ
る
い
は
彼
た
ち
は
、「
自
分
」
で
は
な
い
が
、
自
分
と
は

切
り
離
せ
な
い
、
な
ん
ら
か
の
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。“
自

己
人
”
が
「
自
分
」
一
人
で
は
な
く
、
二
人
以
上
の
人
を
指
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
概
念
を
理
解
す
る
に
は
、
主
流
の
「
自
己
理

論
」
を
簡
単
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。“
自
己
人
”
は
自

分
一
人
だ
け
で
は
な
く
、「
私
た
ち
」、
す
な
わ
ち
「
内
集
団
」
概
念

の
よ
う
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、“
自
己
人
”
は
私
た
ち
の
中
の

一
分
子
な
の
で
は
な
い
か
と
問
い
続
け
て
き
た
。
言
い
換
え
る
と
、

“
自
己
人
”
は
「
私
た
ち
」
と
は
同
義
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
社
会
心
理
学
者
は
人
の
社
会
集
団
属
性
に
対
す
る
是
認
を
一
度
も

諦
め
た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
一
九
七
〇
年
代
、「
私
た
ち
」（we, 

ours

）
と
い
う
概
念
が
よ
う
や
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
心
理
学
者
の

推
進
の
も
と
で
、
集
団
プ
ロ
セ
ス
（group process

）
の
視
点
か
ら

実
証
研
究
者
の
視
野
に
入
り
﹇Tajfel 1978

﹈、
社
会
心
理
学
の
「
社

会
」
を
取
り
戻
し
、
迅
速
に
社
会
心
理
学
の
知
識
蓄
積
で
一
席
を
占

め
た
﹇
方
文 2002

］。
大
量
の
経
験
的
・
理
論
的
研
究
が
、「
私
」

と
「
私
た
ち
」
の
間
に
あ
る
同
質
性
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
集
団
の

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
（m

em
bership

）
を
獲
得
す
る
と
い
う
筋
道
は
、

個
人
と
社
会
の
心
理
的
繋
が
り
の
確
定
に
よ
り
も
た
ら
し
た
個
人
の

社
会
的
属
性
と
諸
社
会
心
理
的
機
能
と
効
果
お
よ
び
、「
私
た
ち
」
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と
「
彼
た
ち
」
の
心
理
差
異
に
よ
り
も
た
ら
し
た
集
団
間
関
係
の
心

理
過
程
と
社
会
心
理
的
機
能
と
効
果
を
明
ら
か
に
し
て
き
た

﹇H
ogg 1998

﹈。
し
か
し
、
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
論

（social identity theory

）
に
よ
る
と
、
組
織
／
カ
テ
ゴ
リ
ー
／
集
団

中
の
個
人
は
、
自
己
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
に
よ
っ
て
「
脱
自
己
化
」
し

て
、「
成
員
」
に
な
り
、「
こ
の
一
人
」
の
周
り
と
異
な
る
個
体
か

ら
、「
一
人
」
の
周
り
と
同
じ
個
体
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
こ

の
よ
う
なone of us

は
、“
自
己
人
”
の
「
自
己
」
の
意
味
と
は
異

な
り
、「
私
た
ち
」
の
概
念
の
意
味
と
完
全
に
は
合
致
で
き
な
い
。

　
無
論
、
中
国
社
会
で
は
、“
自
己
人
”
は
「
暗
黙
知
」（tacit

）
あ

る
い
は
「
常
識
／
常
人
／
素
朴
理
論
」（lay theory

）﹇N
o et al. 

2008

﹈
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
西
洋
理
論
の
「
私
」
と
「
私
た
ち
」
の

概
念
に
よ
っ
て
遮
蔽
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、“
自
己

人
”
の
研
究
は
本
土
心
理
学
の
方
向
を
採
用
し
、「
私
」、「
私
た

ち
」
と
の
関
連
と
区
別
の
視
点
か
ら
、“
自
己
人
”
の
概
念
を
解
析

す
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

二
　“
自
己
人
”概
念
の
意
味

　
上
述
し
た
よ
う
に
、“
自
己
人
”
は
西
洋
社
会
心
理
学
の
「
自

己
」、「
集
団
」（
私
た
ち
）
の
概
念
で
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
自
己
」
と
「
集
団
」
の
定
義
が
、“
自
己
人
”
の
概

念
に
は
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

“
自
己
人
”
と
「
自
己
」、「
私
た
ち
」
の
概
念
と
の
区
別
と
関
連
お

よ
び
、
社
会
心
理
学
の
視
点
か
ら
こ
れ
ら
の
区
別
と
関
連
を
ど
う
解

釈
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

㈠
　“
自
己
人
”＝「
自
己
」？

　
社
会
心
理
学
者
の
「
自
己
」
に
関
す
る
研
究
で
は
、
自
己
観
概
念

の
観
点
か
ら
文
化
差
を
理
解
す
る
こ
と
は
良
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
自
己
観
（self-construal

）
と
は
、
個
人
が
ど
の
よ
う
に
他
者

と
の
関
係
を
通
し
て
自
己
を
認
識
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
指
す

﹇C
ross, M

orris, and G
ore 2002

﹈。
文
化
観
は
、
自
己
に
関
す
る
他

の
側
面
で
は
な
く
、
自
己
境
界
の
構
造
的
特
徴
を
強
調
し
て
い
る
た

め
、
内
容
的
に
は
、「
自
己
概
念
」
よ
り
も
「
私
―
彼
」
関
係
の
中

に
あ
る
「
自
己
」
を
よ
り
集
中
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

M
arkus

とK
itayam

a

は
、「
相
互
独
立
的
自
己
」（independent 

self-construal, IndSC
, 

略
独
立
的
自
己
）
と
「
相
互
協
調
的
自
己
」

（interdependent self-construal, InterSC
, 

略
協
調
的
自
己
）と
い
う

典
型
的
な
二
種
類
の
自
己
観
を
提
唱
し
て
い
る
﹇M

arkus and 
K

itayam
a 1991

﹈。
氏
ら
は
、
西
洋
人
（
ア
メ
リ
カ
人
を
代
表
と
す

る
）
と
東
洋
人
（
日
本
人
と
中
国
人
を
代
表
と
す
る
）
は
、
自
己
に

対
す
る
認
識
が
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
西
洋
社
会

の
個
人
は
、
自
己
を
他
者
か
ら
分
離
し
た
、
自
己
的
特
性
を
持
っ
て

い
る
自
主
的
な
実
体
と
捉
え
る
。
こ
こ
で
の
自
己
的
特
性
と
は
、
一

般
的
に
は
個
人
の
能
力
、
態
度
、
価
値
観
、
動
機
づ
け
と
人
格
特
性
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を
指
し
、
必
然
的
に
個

人
の
特
徴
的
な
行
為
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。

一
方
、
多
く
の
東
洋
文

化
で
は
、
個
人
間
の
相

互
依
存
を
保
持
す
る
仕

組
み
が
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
文
化
の
影
響
の

も
と
で
、
個
人
の
自
己

特
性
は
他
者
と
の
相
互

依
存
に
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。「
相
互
協
調
的
自

己
観
」
は
、
個
人
化
さ

れ
た
重
要
な
他
者
と
の

愛
着
関
係
（per sona-

lized bonds of at tach-
m

ent

）で
あ
り
、「
相
互

独
立
的
自
己
観
」
は
、

特
定
の
符
号
化
さ
れ
た

集
団
や
社
会
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
の
非
個
人
化
の

絆
で
あ
る
（im

 per son-
al bonds

）﹇Sedikides 

and Brewer 2001

﹈。

　M
arks

とK
itayam

a

の
解
釈
に
よ
る
と
図
２
の
Ａ
の
太
い
Ｘ
は
、

「
重
要
な
自
己
表
象
」（the significant self-repre sen ta tion

）
を
表

し
、「
脱
文
脈
化
の
自
己
」（decontextualized self

）
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
自
己
観
は
、
個
人
の
内
的
特
徴
の
完
全
性
と
唯
一
性
を
強

調
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
他
人
と
の
区
別
性
と
独
立
性
を
表
出
し
、

個
人
の
自
己
を
実
現
す
る
、
独
特
な
自
己
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
す

る
、
個
人
の
特
殊
な
需
要
と
権
利
を
主
張
す
る
、
個
人
の
独
特
な
能

力
を
発
揮
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
激
励
・
促
進
し
て
い
る
。

　
図
２
の
Ｂ
の
太
い
Ｘ
も
同
様
に
重
要
な
自
己
表
象
を
表
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
表
象
は
自
分
と
あ
る
特
殊
な
他
人
と
の
関
係
の
中
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
象
は
、
個
人
が
他
者
と
の
繋
が
り
と
依
存
を

強
調
し
て
い
る
た
め
、
個
人
が
あ
る
特
定
の
社
会
関
係
に
置
か
れ
る

か
ら
こ
そ
意
義
が
あ
る
。「
協
調
的
自
己
」
に
お
け
る
自
己
に
対
す

る
認
識
は
唯
一
性
で
は
な
く
、
他
者
と
の
関
係
に
関
連
す
る
特
性
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
種
類
の
自
己
観
は
同
一
文
化
の
中
で
出
現
す
る
こ
と
は
あ

る
が
、
多
く
の
研
究
は
、
こ
の
二
種
類
の
自
己
観
が
異
な
る
文
化
の

中
に
あ
り
、集
団
主
義
―
個
人
主
義
志
向
﹇Triandis 1988 ; Triandis 

et al. 1988 ; Fischer et al. 2009

﹈、
唯
一
を
求
め
る
動
機
づ
け
、
自

己
高
揚
（self enhancem

ent

）﹇H
eine et al. 1999

﹈、
包
括
的
思
考

―
分
析
的
思
考
﹇N

isbett et al. 2001

﹈
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を

見
出
し
た
。
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　M
arkus

とK
itayam

a

が
提
唱
し
て
い
る
自
己
観
理
論
か
ら
見
れ

ば
、“
自
己
人
”
は
典
型
的
な
「
協
調
的
自
己
」
で
あ
る
。
自
己
境

界
に
は
他
の
人
が
進
入
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。“
自
己
人
”
を

「
協
調
的
自
己
」
と
見
な
す
こ
と
は
、“
自
己
人
”
は
「
自
己
」
と
同

等
か
ど
う
か
と
い
う
難
題
を
解
決
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、“
自
己

人
”
は
あ
る
独
特
な
文
化
的
自
己
で
あ
る
。
他
者
と
愛
着
的
絆
を
築

い
た
た
め
、
自
己
境
界
内
に
は
重
要
な
他
者
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と

で
、
相
互
依
存
的
関
係
が
形
成
さ
れ
る
。

㈡
　“
自
己
人
”＝「
協
調
的
自
己
」？

　
自
己
観
理
論
は
、「
独
立
的
自
己
」
と
「
協
調
的
自
己
」
と
い
う
二

種
類
の
文
化
的
自
己
観
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
問
う
べ
き
な

の
は
、“
自
己
人
”
と
「
協
調
的
自
己
」
は
同
等
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
協
調
的
自
己
」
の
概
念
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
を
文
化
に
置
い
て
定

義
し
重
要
な
他
者
が
自
己
の
境
界
に
入
り
得
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
具
体
的
文
化
背
景
が
欠
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
人
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
人
か
ら
の
自
己
境
界
へ
の
進
入
を

許
す
の
か
を
説
明
で
き
ず
、
そ
の
思
考
パ
タ
ー
ン
と
は
何
か
、
そ
の

社
会
心
理
の
プ
ロ
セ
ス
が
社
会
的
構
造
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ

る
の
か
は
答
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、M

arkus

とK
itayam

a

が
提
唱
し
て
い
る
「
協
調
的
自
己
観
」
は
“
自
己
人
”
の
特
性
を
十

分
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
東
西
の
二
種
類
の
文
化
で
は
、
前
述
し
た
二
種
類
の
自
己
観
は
、

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
異
な
る
ス
タ
イ
ル
を
形
成
す

る
。「
協
調
的
自
己
」
は
自
分
と
他
者
の
親
密
、
信
頼
と
、
双
方
が

必
要
と
す
る
資
源
と
感
情
的
愛
着
の
交
換
を
行
う
こ
と
を
強
調
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
道
具
」
と
「
表
出
」
の
特
性
を
持
っ
て
い
る

﹇Foa and Foa 1976

﹈。
一
方
の
中
国
文
化
の
特
色
を
帯
び
た
「
協

調
的
自
己
」
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
相
互
依
存
で
き
る
の
か
を
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
何
が
私
と
関
連
が
あ
り
、
依

存
で
き
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
中
国
社
会

文
化
の
概
念
│
│
“
関
係
”（guanxi

）
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

　“
関
係
”
は
、
対
人
関
係
の
法
則
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
親
族
の
服
喪
制
度
で
あ
る
「
九
族
五
服
制

度
」
に
由
来
す
る
。
こ
の
制
度
は
、
葬
式
に
参
加
す
る
人
、
喪
服
の

様
式
、
服
喪
時
間
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
一
人
の
“
己
身
”（
自

分
自
身
）
か
ら
、
上
に
は
四
行
（
各
行
は
連
続
し
た
世
代
を
表
す
）

（
父
、
祖
父
、
曾
祖
父
、
高
祖
父
）、
下
に
は
四
行
（
子
、
孫
、
曾

孫
、
玄
孫
）、
左
右
に
平
行
な
各
四
列
は
、
右
は
同
世
代
の
男
性
、

左
は
同
世
代
の
女
性
で
あ
る
。
計
三
二
種
類
の
関
係
は
、
い
わ
ゆ
る

「
五
服
」
の
親
族
範
囲
と
そ
れ
に
応
じ
た
喪
服
様
式
と
異
な
る
服
喪

期
間
を
構
成
す
る
。
こ
の
三
二
種
類
の
関
係
は
明
確
な
表
現
が
あ
る

た
め
、
中
国
語
の
親
族
呼
称
は
英
語
よ
り
も
明
確
で
、
さ
ら
に
複
雑

で
あ
る
（
図
３
参
照
）。

　
中
国
の
伝
統
社
会
に
お
い
て
、“
関
係
”
は
人
間
関
係
、
自
分
と

集
団
、
集
団
間
の
関
係
を
規
定
す
る
普
遍
的
な
法
則
で
あ
る
。
個
人
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は
親
族
関
係
制
度
を
も
と
に
、“
尊
尊
親
親
”（
尊
敬
す
べ
き
人
を
尊

敬
し
、
親
し
む
べ
き
人
と
親
し
む
）
を
原
則
と
し
た
付
き
合
い
を
通

じ
て
、「
ウ
チ
」
と
「
ソ
ト
」
を
区
別
す
る
“
圏
子
”（
友
人
・
知
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
あ
る
い
は
「
ウ
チ
の
人
」
を
形
成
す
る
。
こ
の

よ
う
な
自
己
を
“
関
係
我
”（guanxi  self

）
と
呼
ぶ
。“
関
係
我
”

は
、
単
に
重
要
な
他
者
と
の
相
互
依
存
で
は
な
く
、
親
族
関
係
を
も

と
に
、“
差
序
格
局
”
を
特
徴
と
し
た
社
会
構
造
﹇
費
孝
通 1985

﹈

に
よ
っ
て
、
対
人
間
、
自
分
と
集
団
の
間
、
集
団
間
の
相
互
依
存
の

法
則
性
を
形
成
す
る
。
関
係
双
方
が
、
既
定
の
対
人
的
義
務
を
持

ち
、“
応
有
義
務
”（
果
た
す
べ
き
義
務
）、“
応
有
之
情
”（
果
た
す

べ
き
情
）
に
準
じ
て
、
互
恵
、
思
い
や
り
等
の
交
換
と
感
情
表
現
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
資
源
交
換
に
お
い
て
、
市
場
契
約
で
公
正
取
引

を
行
う
の
で
は
な
く
、
関
係
に
応
じ
た
尊
卑
親
疎
で
分
配
と
交
換
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
即
時
的
で
は
な
く
長
期
的
で
あ
り
、
価

値
が
不
平
等
的
で
、
さ
ら
に
意
図
的
に
引
き
延
ば
す
、
愛
と
憎
し
み

を
伴
う
交
換
も
あ
る
が
、“
報
”
の
原
則
に
従
う
べ
き
で
あ
る
﹇
金

耀
基 2013 ; 

孫
隆
基 2011 ; 

楊
宜
音 1993 , 2001

﹈。
そ
の
た
め
、
と

り
あ
え
ず
、“
関
係
我
”
を
「
協
調
的
自
己
」
の
中
国
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
一
つ
の
タ
イ
プ
と
見
な
す
。

㈢
　“
自
己
人
”は
内
集
団
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
も
し
“
自
己
人
”
に
自
分
以
外
の
人
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
れ

ば
、
一
つ
の
「
二
人
以
上
」
の
集
団
の
よ
う
に
見
え
る
。
果
た
し
て

そ
れ
は
集
団
な
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
論
に

基
づ
き
、「
独
立
的
自
己
」
の
個
人
と
群
れ
は
ど
の
よ
う
に
集
合
さ

れ
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
集
団
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
の
か
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
社
会
心
理
学
は
一
般
的
に
組
織
の
視
点
か
ら
集
団
を
議
論
し
、
主

に
小
さ
い
集
団
（sm

all group

）、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
行
動
、
集
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団
的
構
造
お
よ
び
、
集
団
が
個
人
に
与
え
る
影
響
に
注
目
し
て
い

る
。「
自
己
」
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、「
独
立
的
自
己
」
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
個
人
化
さ
れ
た
過
程
を
経
て
、
集
団
成
員
と
し
て
集

合
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
集
団
が
形
成
さ
れ
る
。「
自
己
カ
テ
ゴ

リ
ー
化
」（self-categorization

）
は
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形

成
の
過
程
に
お
い
て
非
常
に
核
心
的
な
一
環
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各

集
団
に
い
る
個
人
は
集
団
の
他
の
人
と
区
別
で
き
る
、
一
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
独
立
成
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
独

立
成
分
は
他
の
独
立
成
分
と
同
様
に
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て

ほ
ぼ
同
じ
平
等
な
権
利
を
持
っ
て
い
る
。「
独
立
的
自
己
」
は
真
空

中
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
他
人
と
の
関
係
の
中
で
表
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
の
性
質
（m

em
bership

）
で
あ
る
。
社
会
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
理
論
は
こ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
た
め
、「
自
己
カ
テ

ゴ
リ
ー
化
」
も
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
論
の
確
立
に
お
い
て

重
要
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
一
人
の
個
体
が
、
自
己
と
一

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
心
理
的
関
連
を
確
立
し
た
後
、
そ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（identification

）
が
形
成
さ

れ
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
以
外
の
人
ま
た
は
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し

て
積
極
的
な
特
異
性
（distinctiveness

）
が
形
成
さ
れ
、「
私
た
ち
」

と
い
う
概
念
が
形
成
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
個
人
が
承
認
す
る

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
内
集
団
」（in-group

）
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
に
対

応
す
る
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
外
集
団
」（out-group

）
と
呼
ば
れ

る
。
個
人
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
結
び
つ
く
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
を
「
自
己

分
類
プ
ロ
セ
ス
」
ま
た
は
「
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
」﹇Turner et al. 

1987

﹈
と
呼
ば
れ
、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
己
」
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
れ

は
「
独
立
的
自
己
」
が
自
己
と
集
団
の
関
係
を
構
築
す
る
一
種
の
自

己
観
タ
イ
プ
で
あ
り
、
実
際
に
は
す
べ
て
の
文
化
に
存
在
す
る
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
最
も
典
型
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
己
」
は
文
化
的
自
己
観
の
一
種
で
あ
る
。

　
中
国
人
の
関
係
性
的
「
協
調
的
自
己
」
を
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
己
」

と
対
照
す
れ
ば
、“
自
己
人
”
の
い
く
つ
か
の
特
徴
が
見
え
て
く

る
。
ま
ず
、
自
己
境
界
に
含
ま
れ
る
人
は
、
上
下
・
尊
卑
・
遠
近
・

親
疎
の
構
造
の
中
に
置
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
体
間
に
は
必
ず

親
疎
の
差
が
あ
り
、
互
い
に
異
な
る
。
次
に
、
自
己
境
界
に
ど
の
よ

う
な
人
が
含
ま
れ
る
の
か
は
、
個
人
の
自
己
選
択
に
よ
る
の
で
あ

る
。
少
な
い
場
合
は
自
分
一
人
、
多
い
場
合
は
家
族
、
近
所
の
人
、

友
人
、
同
族
人
、
同
郷
人
、
同
僚
等
を
含
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
多
い

場
合
は
同
国
人
や
全
人
類
を
含
ん
で
い
る
。
自
分
一
人
の
場
合
は

「
独
立
的
自
己
」
に
見
え
る
が
、
他
人
を
受
容
す
る
場
合
は
「
カ
テ

ゴ
リ
ー
自
己
」
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ

た
結
果
で
は
な
く
、
自
分
が
異
な
る
状
況
に
お
い
て
他
人
を
受
容
・

依
存
す
る
結
果
で
あ
る
。
家
族
、
親
戚
や
知
人
に
限
ら
れ
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
受
容
す
る
場
合
、
頼
っ
て
い
る
の
は
同

質
に
対
す
る
判
断
で
は
な
い
。
個
人
は
自
分
の
行
い
を
正
し
く
し
、

家
庭
を
整
え
る
こ
と
か
ら
、
次
に
国
を
治
め
て
、
天
下
を
統
一
す
る

こ
と
ま
で
、“
小
我
”
か
ら
“
大
我
”
ま
で
の
昇
華
を
完
成
さ
せ
る
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可
能
性
が
あ
る
が
﹇Yang et al. 2010

﹈、
社
会
文
化
の
状
況
が
変
化

す
る
場
合
、
ま
た
は
個
人
の
道
徳
修
養
が
足
り
な
い
場
合
、
個
人
の

“
自
己
人
”
の
範
囲
は
小
さ
く
な
り
、
他
人
と
協
力
し
て
仕
事
で
き

ず
、
内
部
衝
突
も
現
れ
る
。
さ
ら
に
、
境
界
内
部
に
含
ま
れ
る
人

は
、
個
人
と
共
通
の
感
情
、
認
識
と
利
益
を
共
有
す
る
こ
と
を
必
要

条
件
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
受
動
的
に
「
含
ま
れ
る
」
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、“
自
己
人
”
は
共
通
認
識
に
基
づ
く
の
で
は
な

く
、
そ
の
主
要
な
機
能
は
共
通
の
一
体
感
を
形
成
す
る
の
で
も
な

く
、
責
任
、
信
頼
と
親
密
な
感
情
上
で
“
外
人
”（
他
人
）
と
の
区

別
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
り
﹇
楊
宜
音 2001

﹈、
西
洋
の
集
団
構
造

に
お
け
る
「
集
団
」
の
概
念
と
同
等
で
は
な
い
。
最
近
の
研
究
に
よ

り
、
中
国
人
実
験
参
加
者
は
内
集
団
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、
ア
メ

リ
カ
人
実
験
参
加
者
と
比
べ
て
、
よ
り
高
い
競
争
警
戒
（vigilance

）、

低
い
協
力
意
識
、
少
な
い
道
徳
的
な
行
動
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
﹇Liu et al. 2019

﹈。
こ
れ
は
、
内
集
団
と
“
自
己
人
”
が

相
互
置
換
で
き
る
概
念
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

㈣
　“
外
人
”は
「
彼
た
ち
」な
の
だ
ろ
う
か
？

　“
自
己
人
”
の
対
概
念
は
“
外
人
”
で
あ
り
、
境
界
外
の
人
、
あ

る
い
は
“
自
己
人
”
に
含
ま
れ
て
い
な
い
人
を
指
し
て
い
る
。
社
会

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
論
か
ら
見
れ
ば
、“
外
人
”
は
「
外
集

団
」
の
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、“
自
己
人
”
は
「
独
立

的
自
己
」
の
集
合
で
あ
る
「
私
た
ち
」
と
は
同
じ
で
な
い
こ
と
か

ら
、“
外
人
”
は
集
団
構
造
に
あ
る
「
彼
た
ち
」
で
は
な
い
こ
と
を

比
較
的
理
解
し
や
す
い
。“
外
人
”
は
「
彼
た
ち
」
と
同
一
で
は
な

く
、“
自
己
人
”
と
対
応
し
て
い
る
の
は
“
非
自
己
人
”“
非
関
係

我
”
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、“
自
己
人
”
と
“
外
人
”
の
関
係
を
、

単
に
「
私
た
ち
」
と
も
う
一
つ
の
集
団
の
関
係
と
見
な
す
の
で
は
な

く
、“
自
己
人
”
と
“
非
自
己
人
”、
あ
る
い
は
「
私
た
ち
」
と
「
非

私
た
ち
」
の
関
係
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。“
自
己
人
”
と
「
私
た

ち
」
と
の
差
は
、“
外
人
”
と
「
彼
た
ち
」
と
の
差
で
も
あ
る
。“
自

己
人
”
に
よ
っ
て
境
界
外
に
排
除
さ
れ
た
人
は
、“
自
己
人
”
の
中

心
人
物
と
は
一
定
の
“
関
係
”
を
形
成
で
き
ず
、“
自
己
人
”
の

“
差
序
格
局
”
外
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
て
い
る
位
置
に
置
か
れ
て
い

る
。
彼
女
／
彼
は
、“
自
己
人
”
と
の
同
質
性
を
見
つ
け
、
自
分
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
特
徴
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、“
自
己
人
”

の
中
心
人
物
が
自
分
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
引
き
込
む
こ
と
で
、

“
外
人
”
の
身
分
を
変
え
る
し
か
で
き
な
い
。

　“
自
己
人
”
は
受
容
さ
れ
て
い
る
た
め
、“
自
己
人
”
の
境
界
は
、

弾
力
性
と
伸
縮
性
を
持
っ
て
い
る
。“
自
己
人
”
と
“
外
人
”
も
相

対
的
な
も
の
で
あ
る
。
家
族
に
対
し
て
、
非
家
族
は
“
外
人
”
と
な

り
、
家
族
親
戚
に
対
し
て
、
非
家
族
親
戚
は
“
外
人
”
と
な
り
、
家

族
親
戚
知
人
に
対
し
て
、
非
家
族
親
戚
知
人
は
“
外
人
”
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
“
外
人
”
は
一
見
「
彼
た
ち
」
と
違
い
は
な
い
が
、
集

団
メ
ン
バ
ー
の
同
質
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、“
差
序

格
局
”
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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㈤
　“
自
己
人
”＝“
自
家
人
”（
身
内
）？

　“
自
己
人
”
概
念
を
日
常
的
に
使
用
す
る
と
き
に
、
よ
く
“
自
家

人
”（
身
内
）あ
る
い
は
“
一
家
人
”（
家
族
）と
表
現
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、“
自
己
人
”と
“
自
家
人
”は
非
常
に
近
い
概
念
で
あ
る
。“
自

己
人
”と
“
自
家
人
”の
共
通
点
は
、
二
つ
の
概
念
と
も
“
外
人
”と

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、“
自
己
人
”、

“
自
家
人
”と
“
外
人
”、“
別
人
”（
他
人
）は
互
い
に
対
応
す
る
対
概

念
で
あ
り
、
互
い
の
存
在
を
暗
黙
的
に
含
ん
で
い
る
た
め
、“
自
己

人
”
ま
た
は
“
自
家
人
”と
い
う
概
念
は
そ
れ
ぞ
れ
、互
い
に
区
別
・

対
立
し
て
い
る
人
々
を
表
し
て
い
る
。
一
方
は
「
当
方
」で
あ
り
、

も
う
一
方
は
「
当
方
」以
外
の
「
外
方
」ま
た
は
「
他
方
」で
あ
る
。
こ

の
区
分
の
機
能
か
ら
見
る
と
、“
自
己
人
”ま
た
は
“
自
家
人
”の
概

念
は
「
ウ
チ
」と
「
ソ
ト
」を
区
別
す
る
境
界
線
を
表
し
て
い
る
。

　
社
会
心
理
学
者
は
、
情
報
を
加
工
す
る
際
に
形
成
さ
れ
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
が
、
迅
速
な
判
断
形
成
に
認
知
的
近
道
（cognitive 

shortcut

）
を
提
供
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
認
知

的
近
道
は
文
化
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
、
文
化
的
特
性
﹇
尼
斯
貝
特 

2017

﹈
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
見
出
し
た
。“
自
己
人
”
あ
る
い
は

“
自
家
人
”
は
、
中
国
人
が
自
分
の
文
化
で
開
発
し
た
認
知
的
工
具

箱
と
し
て
、
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
社
会
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
関
連
に
お

い
て
、
他
者
を
属
性
ま
た
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
す
る
際
に
、
自
集

団
の
特
徴
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
、
他
に
存
在
す
る
自
集
団
で
は
な

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、「
非
自
己
」
に
分
類
す
る
こ
と
で
特
徴

付
け
ら
れ
る
。
こ
の
分
類
は
、「
ウ
チ
」と
「
ソ
ト
」の
区
別
、
相
互
対

立
の
境
界
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
分
類
を
行
う
と
き
に
、

相
手
と
自
分
の
集
団
が
同
質
性
、
共
通
の
目
標
と
信
念
を
持
っ
て
い

る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
自
分
と
の
関
係
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
。

　“
自
己
人
”
と
“
自
家
人
”
の
区
別
は
、
狭
義
の
“
自
家
人
”
は

一
般
的
に
、
親
族
関
係
の
範
囲
内
の
家
庭
メ
ン
バ
ー
を
指
す
こ
と
に

あ
る
。
儒
教
文
化
に
お
い
て
、
親
族
は
、「
自
分
」
か
ら
の
距
離
に

よ
っ
て
“
差
序
格
局
”
を
形
成
す
る
（
図
3
）。
現
代
家
庭
の
核
家

族
化
に
伴
っ
て
、
核
家
族
の
生
活
方
式
は
ま
す
ま
す
受
け
入
れ
ら

れ
、
家
族
の
境
界
が
親
と
子
女
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

「
拡
大
家
族
」
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
含
ん
で
い
る
。
家
族
は
主
に

結
婚
と
出
産
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
て
お
り
、（
男
性
兄
弟
間
、

男
性
側
近
親
者
、
男
性
側
遠
親
者
か
ら
）
養
子
に
す
る
、
よ
そ
の
子

供
を
引
き
取
る
と
い
っ
た
特
別
な
方
式
で
家
族
に
な
る
。
そ
の
反
対

で
、
離
婚
、
分
家
、
関
係
を
絶
つ
と
い
っ
た
方
式
は
、
元
の
家
族
関

係
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
家
族
」
と
し
て

見
な
さ
れ
る
“
一
家
人
”
は
、
様
々
な
習
慣
や
家
族
タ
イ
プ
に
応
じ

て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、“
家
人
”
の
概
念
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
も
、
血
縁
と
婚
姻
の
締
結
・
中
断
は
比
較
的
明
確

で
、
顕
在
的
で
、
判
断
し
や
す
い
。

　“
家
人
”
の
概
念
と
比
較
し
て
、“
自
己
人
”
の
概
念
は
そ
の
よ
う

な
明
確
性
を
持
っ
て
い
な
い
。“
自
己
人
”
の
境
界
は
、
あ
る
状
況
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に
お
い
て
“
自
家
人
”
と
重
な
る
こ
と
が
あ
る
一
方
、
場
合
に
よ
っ

て
は
全
く
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
兄
弟
は
敵
に
な
る
恐
れ
も
あ

れ
ば
、
元
親
子
の
関
係
が
疎
遠
に
な
る
恐
れ
も
あ
れ
ば
、
考
え
方
の

異
な
る
夫
婦
は
一
生
一
緒
に
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
赤
の
他
人
み
た

い
な
親
族
は
一
生
付
き
合
わ
な
い
関
係
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

ら
の
い
わ
ゆ
る
“
一
家
人
”
の
内
部
に
あ
る
、“
尊
尊
親
親
”
と
い

う
家
族
倫
理
の
要
求
と
相
反
す
る
状
況
は
、“
自
己
人
”
概
念
は
余

計
な
も
の
で
は
な
く
、“
自
己
人
”
は
“
自
家
人
”
か
ら
来
て
い
る

が
、“
自
家
人
”
と
同
等
で
は
な
い
こ
と
を
気
付
か
せ
た
。
境
界
の

機
能
か
ら
み
れ
ば
、“
自
家
人
”
は
“
家
内
人
”
と
“
家
外
人
”
を

区
別
す
る
が
、“
自
己
人
”
は
心
理
的
概
念
で
あ
り
、
個
人
（
個

体
）
が
認
定
す
る
“
我
方
”
を
表
し
、
心
理
上
の
「
ウ
チ
」
と
「
ソ

ト
」
を
区
別
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、“
自
己
人
”
の
「
自
己
」
の

よ
う
に
「
自
己
」
で
は
な
い
、「
集
団
」
の
よ
う
に
「
集
団
」
で
は

な
く
、「
家
」
の
よ
う
に
「
家
」
で
は
な
い
よ
う
な
特
徴
は
ど
こ
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。“
自
己
人
”
の
社
会
文
化
的
心
理

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
　“
自
己
人
”概
念
の 

社
会
文
化
的
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム

㈠
　
生
得
性
か
つ
交
流
性

　
楊
宜
音
﹇2001

﹈
は
、
華
北
農
村
の
一
回
の
結
婚
式
の
帳
簿
が
示

す
家
庭
の
社
交
的
範
囲
に
基
づ
い
て
対
象
者
の
関
係
を
分
類
し
た
研

究
を
も
と
に
、“
自
己
人
”
と
“
外
人
”
の
境
界
を
確
認
す
る
に
は

二
次
元
、
す
な
わ
ち
「
生
得
性
」〔
経
験
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

生
ま
れ
た
時
点
で
既
に
決
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
生
ま

れ
た
時
点
で
、
両
親
が
誰
で
あ
る
か
は
決
ま
っ
て
い
る
。
両
親
は
生

得
性
の
高
い
関
係
と
な
る
＝
訳
者
注
〕（ascription

）
か
つ
「
交
流

性
」（interaction

）
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
二

者
の
交
差
関
係
（intersection

）
を
表
す
に
は
、
こ
こ
で
は
集
合
論

の
符
号
「
∩
」
を
用
い
る
。
生
得
性
と
交
流
性
と
も
高
い
も
の
は
、

“
自
己
人
”
の
判
断
条
件
を
満
た
し
、
境
界
内
に
進
入
で
き
る
。
生

得
性
と
交
流
性
と
も
低
い
も
の
は
、“
自
己
人
”
の
判
断
基
準
を
満

た
せ
ず
、“
自
己
人
”
の
境
界
外
に
排
除
さ
れ
、“
自
己
人
”
と
対
立

す
る
“
外
人
”
と
な
る
。
生
得
性
が
高
い
が
交
流
性
が
低
い
も
の

は
、「
空
巣
“
自
己
人
”」
と
な
り
、
家
族
の
名
ば
か
り
あ
っ
て
実
際

の
家
族
と
は
言
え
な
い
人
で
あ
り
、
心
理
上
で
は
排
除
さ
れ
た
家
族

や
親
友
で
あ
る
。
生
得
性
が
低
い
が
交
流
性
が
高
い
も
の
は
、「
巣

無
き
“
自
己
人
”」
と
な
り
、
一
刻
も
早
く
何
か
の
身
分
を
得
て
関

係
を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
、
擬
似
親
族
の
名
を
借
り
て
関
係
を
結
ぶ
人

を
含
ん
で
い
る
（
例
え
ば
、“
鉄
哥
們
”（
仲
間
）、“
結
拝
兄
弟
”

（
義
理
の
兄
弟
）、“
金
蘭
姐
妹
”（
義
理
の
姉
妹
）
等
）。
こ
の
よ
う

に
、“
外
人
”
は
積
極
的
な
付
き
合
い
を
増
や
す
こ
と
で
親
密
度
を

高
め
、
信
頼
を
得
て
、
境
界
、
さ
ら
に
“
自
己
人
”
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
、“
同
党
”“
圏
内
人
”
に
な
る
。“
自



“先賦性”（生得性）

低 高

“
交
往
性
”（
交
流
性
）

高
“至交”“密友”“娘家人”
（親友、嫁の実家の親戚）

“缺巣自己人”
（「巣無き自己人」）

“自己人”“鉄哥們”“死党”
（自己人、仲間、親友）

低 “生人”“外人”
（赤の他人、他人）

“遠親”“婆媳”
（遠い親戚、姑）
“空巣自己人”
（「空き巣自己人」）

図４　“自己人”の境界を定義する二次元モデル

注 ：左下から右上の矢印は、“外人”から“自己人”に変化
する過程を、右上から左下の矢印は、“自己人”から“外
人”に変化する過程を指す。
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己
人
”
は
付
き
合
い
の
減
少
、
あ
る
い
は
消
極
的
な
付
き
合
い
に

よ
っ
て
疎
遠
に
な
り
、
完
全
に
ま
た
は
少
し
ず
つ
境
界
外
ま
で
押
し

出
さ
れ
、
情
が
完
全
に
な
い
ま
た
は
少
し
ず
つ
薄
く
な
っ
て
い
き
、

最
終
的
に
赤
の
他
人
、
完
全
な
“
外
人
”
に
な
る
。“
自
己
人
”
の

二
次
元
で
確
認
さ
れ
る
境
界
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
特
徴
、
自
律
的

な
自
由
と
弾
力
の
あ
る
空
間
を
備
え
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
も
“
我
”
と
“
我
們
”
の
間
に
特
有
な
リ
ン
ク
を
形
成

し
、
豊
か
で
強
い
文
化
的
特
色
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
（
図
4
）。

　“
自
己
人
”
の
二
次
元
モ
デ
ル
は
、中
国
人
が
、
儒
教
倫
理
の
体
系

に
あ
る
親
族
制
度
の
も
と
で
発
展
さ
せ
た
、“
自
己
人
／
外
人
”
を

分
類
す
る
図
式
規
則
を
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
規
則
の
出

現
の
実
質
は
、中
国
の
社
会
的
付
き
合
い
の
関
係
化
の
特
徴
に
あ
る
。

㈡
　
関
係
化
 vs.
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

　“
差
序
格
局
”
と
“
団
体
格
局
”
は
、
中
国
社
会
学
者
の
費
孝
通

に
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
東
西
の
社
会
的
性
質
を
認
識
す
る
対
概
念
で

あ
る
。
氏
に
は
以
下
の
よ
う
な
有
名
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
我
々
の
社
会
構
造
は
、
一
束
一
束
と
き
れ
い
に
括
ら
れ
た
柴

の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
一
つ
の
石
を
水
面
上
に

投
げ
入
れ
る
と
一
輪
ず
つ
広
が
っ
て
い
く
波
紋
の
よ
う
な
も
の

だ
。
各
人
は
一
人
一
人
が
、
自
ら
の
社
会
的
影
響
に
よ
っ
て
生

み
出
し
た
「
圏
子
」（
輪
）の
中
心
と
な
）
1
（

る
。﹇
費
孝
通 1985 : 2 3

﹈

　
こ
の
概
念
は
、
東
西
社
会
に
お
け
る
関
係
の
特
徴
の
相
違
点
を
示

し
て
い
る
。
氏
は
、
文
化
的
特
性
に
満
ち
た
概
念
│
│
“
関
係
”
を

提
出
し
た
。
こ
の
概
念
は
、
英
語
のrelation, relationship, corre la-

tion

と
関
連
し
て
い
る
。“
関
係
”
は
中
国
社
会
に
特
有
な
概
念
で

は
な
く
、
中
国
社
会
に
お
い
て
は
よ
り
複
雑
に
、
純
熟
且
つ
微
妙
に

運
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
人
と
人
、
人
と
集
団
、
集
団
と
集
団

の
社
会
的
繋
が
り
を
築
く
た
め
の
主
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
こ
の

す
べ
て
の
社
会
的
繋
が
り
の
文
化
的
心
理
過
程
は
、“
関
係
化
”
過
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程
（guanxilization

）
と
呼
ば
れ
る
。“
関
係
化
”
と
対
応
し
て
い

る
も
う
一
つ
の
社
会
的
繋
が
り
の
文
化
的
心
理
過
程
は
「
カ
テ
ゴ

リ
ー
化
」（categorization

）
と
呼
ば
れ
る
。
後
者
は
、
契
約
で
維

持
さ
れ
て
お
り
、
平
等
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
た
成
員
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
り
「
資
格
」﹇
梁
漱
溟 1980 ; 

費
孝
通 1985 ; 

金
耀

基 2013

﹈
を
獲
得
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
中
国
伝
統
の
社
会

規
則
の
強
い
影
響
の
も
と
で
、
正
式
な
組
織
に
お
い
て
も
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
化
さ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
往
々
に
圧
縮
・
遮
蔽
・
歪

曲
・
利
用
・
改
造
・
希
薄
・
架
空
・
変
形
さ
れ
、
さ
ら
に
、
前
者
に

取
っ
て
代
わ
る
か
関
係
化
さ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
置
き
換
え

ら
れ
る
﹇
鄭
伯
壎 2017

﹈。

　
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
は
、「
独
立
的
自
己
」
が
自
己
と
集
団
の
関
係
を

構
築
し
た
「
自
己
観
」
の
タ
イ
プ
で
あ
り
、
す
べ
て
の
文
化
に
存
在

す
る
。
例
え
ば
、
中
国
で
は
、「
男
女
は
区
別
す
べ
き
」「
親
疎
は
区

別
す
べ
き
」
を
強
調
し
、「
五
倫
」
の
「
倫
」
も
差
異
と
区
別
を
意

味
し
て
い
る
﹇
潘
光
旦 2010 ; 

翟
学
偉 2011

﹈。
こ
れ
は
、
非
常
に

明
確
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
意
識
を
反
映
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ

う
な
「
区
分
」
は
、
二
者
間
の
“
関
係
”
の
規
範
規
則
に
基
づ
く
区

分
で
あ
り
﹇
孫
隆
基 2011 : 337

﹈、
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
た
関
係
に

対
す
る
加
工
で
あ
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
す
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
加

工
」
で
は
な
い
。“
関
係
化
”
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、“
尊
尊
親
親
”

（
上
下
尊
卑
、
遠
近
親
疎
）
を
も
と
に
し
て
、「
自
己
主
義
」
の
特
色

を
帯
び
、「
上
尊
下
卑
」「
親
疎
は
差
が
あ
る
」
等
の
権
力
関
係
の
構

造
に
関
す
る
感
受
と
思
考
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
や
す
い
。「
カ
テ
ゴ

リ
ー
化
」
は
、“
物
以
類
聚
、
人
以
群
分
”（
類
は
友
を
呼
ぶ
、
人
は

群
れ
で
分
か
れ
る
）
を
も
と
に
し
て
、「
我
が
集
団
中
心
主
義
」
の

特
色
を
帯
び
、
中
国
文
化
で
は
、「
内
集
団
」
と
「
外
集
団
」
に
対

す
る
社
会
認
知
に
お
い
て
、「
上
下
」「
主
従
」「
尊
卑
」「
大
小
」

「
貴
賤
」「
先
後
」「
官
民
」「
強
弱
」
等
の
二
次
元
対
極
の
型
ど
お
り

の
構
造
を
形
成
し
や
す
く
、
さ
ら
に
、
集
団
間
の
不
平
等
の
生
産
と

再
生
産
を
導
き
、
社
会
構
造
変
換
期
に
お
い
て
深
刻
な
極
化
現
象
を

促
す
。“
関
係
化
”
と
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
」
の
二
種
類
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
相
互
作
用
は
、“
圏
子
”「
同
郷
」「
戦
友
」「
校
友
」
と
い
う
関

係
が
分
類
化
さ
れ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
関
係
化
さ
れ
た
と
い
う
は
め
込

み
式
の
自
己
と
集
団
の
関
係
形
式
﹇
楊
宜
音
・
張
曙
光 2012

﹈
に

発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

㈡
　“
推
”（
推
す
）
と
“
拉
”（
引
っ
張
る
） 

　
│
│ 

境
界
の
支
配
者
は
相
対
的
・
自
主
的
社
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
支
配
者

　“
自
己
人
”
境
界
の
二
次
元
モ
デ
ル
は
、“
自
己
人
”
は
社
会
心
理

的
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
特
性
を
明
ら
か
に
し
、“
自
己

人
”
は
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
二
者
の
相
互
作
用
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
心
理
的
境
界
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
支
配
者

は
個
人
「
自
分
」
あ
る
い
は
「
自
己
」
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。“
自
己
人
”
と
し
て
受
け
入
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
“
外
人
”
と
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し
て
扱
う
か
は
、
個
人
自
身
が
決
め
る
こ
と
で
、
言
い
換
え
る
と
、

境
界
に
進
入
さ
せ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
個
人
が
裁
決
・
加
減
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
部
の
人
は
自
分
の
「
生
得
性
」
が
高
く
、

相
手
の
“
自
己
人
”
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
が
、

実
際
に
は
相
手
に
“
自
己
人
”
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

逆
に
、
一
部
の
人
は
「
生
得
性
」
が
低
い
が
、
密
接
に
付
き
合
っ
て

い
る
た
め
、
互
い
に
認
め
合
い
、
親
縁
制
度
の
規
定
性
を
超
え
て
い

る
。
こ
の
過
程
の
秘
密
性
と
個
人
性
は
、“
自
己
人
”
の
「“
推
”
と

“
拉
”
の
過
程
」（
判
断
過
程
）
を
完
全
に
自
主
化
に
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
簡
単
に
“
自
己
人
”
を
「
協
調
的
自
己
」
と
見
な
す
の
も

適
切
で
は
な
い
と
言
え
る
。

　
自
己
境
界
の
透
過
性
は
、
自
己
境
界
の
伸
縮
性
を
も
た
ら
す
一

方
、
こ
の
境
界
透
過
性
を
支
配
す
る
の
は
支
配
的
な
特
性
を
持
っ
て

い
る
、
自
主
的
に
個
体
を
支
配
す
る
個
体
（agent
）
で
あ
る
﹇
焦

国
成 1991

﹈。
儒
家
が
提
唱
し
て
い
る
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平

天
下
」（
自
分
の
行
い
を
正
し
く
し
、
家
を
整
え
、
国
家
、
な
い
し

天
下
を
治
め
る
）
の
価
値
観
の
も
と
で
、
自
己
の
個
人
境
界
を
超
え

て
、
自
分
が
よ
り
大
き
い
集
団
、
他
人
と
結
び
付
き
、
境
界
内
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
己
拡
張

の
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
異
な
っ

て
い
る
﹇Yang et al. 2010 ; Yang 2009

﹈。

㈢
　
公
と
私 

　
│
│
伸
縮
す
る
境
界
の
道
徳
的
二
面
性
を
支
配
す
る

　“
自
己
人
”
は
「
私
」
の
意
味
を
持
っ
て
お
り
、“
圏
子
”
の
文
化

的
表
象
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
。
費
孝
通
も
『
郷
土
中

国
』
と
い
う
本
の
中
で
中
国
社
会
構
造
の
“
差
序
格
局
”
を
議
論
し

た
時
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
私
は
常
に
思
う
：
中
国
伝
統
社
会
に
い
る
個
人
は
自
分
の
た
め

に
家
を
犠
牲
に
し
、
家
の
た
め
に
党
を
犠
牲
に
し
、
党
の
た
め

に
国
を
犠
牲
に
し
、
国
の
た
め
に
天
下
を
犠
牲
に
す
る
。
…
…

あ
な
た
は
彼
の
「
私
」（
利
己
心
）
を
責
め
た
ら
ど
う
な
ろ
う

か
？
　
彼
は
承
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
彼
が
一
族
を
犠
牲
に
す
る
時
、
彼
は
家
の
為
に
そ
れ
を
す

る
の
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
の
家
は
「
公
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

…
…
「
差
序
格
局
」（
差
序
的
構
造
配
置
）
に
お
け
る
「
公
」

と
「
私
」
は
相
対
的
な
も
の
で
、
ど
の
範
囲
の
「
圏
子
」（
集

団
）
の
中
で
あ
ろ
う
と
、
内
側
を
見
れ
ば
そ
れ
は
「
公
」
と
な

る
の
で
あ
）
2
（

る
。﹇
費
孝
通 1985 : 27 ‒28

﹈

　
内
向
け
の
「
公
」
を
避
け
る
た
め
に
、
儒
家
は
教
化
を
通
し
て

人
々
を
方
向
転
換
に
導
こ
う
と
し
、「
天
下
」
を
「
公
」
と
し
、「
君

子
」
を
徳
行
の
模
範
と
し
、
天
道
と
整
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

君
子
が
「
道
」
の
方
向
性
に
導
か
れ
て
、“
正
心
誠
意
”（
意
を
誠
に

し
て
、
心
を
正
す
）、“
修
身
以
道
”（
身
を
修
る
に
は
道
を
以
て
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す
）、“
修
道
以
仁
”（
道
を
修
る
に
は
仁
を
以
て
す
）
を
実
行
す
る

こ
と
で
、
人
の
心
が
自
由
・
調
和
に
な
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
個

人
の
修
養
か
ら
他
人
を
管
理
し
、
天
下
と
国
家
を
管
理
す
る
ま
で
、

最
終
的
に
修
得
さ
れ
る
“
大
我
”
は
、“
動
而
世
為
天
下
道
、
行
而

世
為
天
下
法
、
言
而
世
為
天
下
則
。
遠
之
則
有
望
、
近
之
則
不
厭
”

（
故
に
在
位
の
君
子
、
動
い
て
世
々
天
下
の
道
と
な
り
、
そ
の
行
い

は
世
々
天
下
の
法
と
な
り
、
そ
の
言
は
世
々
天
下
の
則
と
な
る
。
も

し
こ
れ
に
遠
け
れ
ば
、
民
こ
れ
を
望
み
て
思
慕
す
る
こ
と
深
く
、
こ

れ
に
近
け
れ
ば
、
民
こ
れ
を
厭
わ
ず
し
て
愛
着
止
む
こ
と
が
な
）
3
（

い
）

の
境
地
に
達
す
る
（『
中
庸
』
第
二
十
九
章
）。

　
と
こ
ろ
で
、
伝
統
の
礼
儀
社
会
で
は
、
人
々
は
自
分
の
内
心
の
道

徳
的
自
律
の
み
に
よ
っ
て
は
、
一
家
一
族
、
一
郷
一
里
の
枠
を
出

て
、
天
下
を
案
じ
る
“
大
我
”
ま
で
達
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
。“
自
己
人
”
を
も
と
に
関
係
化
さ
れ
た
社
会
分
類
を
行
っ
た

後
、
公
私
相
通
の
結
果
は
、
社
会
で
は
公
私
混
同
、
公
共
の
利
益
を

損
な
い
私
腹
を
肥
や
す
よ
う
な
現
象
が
横
行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

道
徳
の
教
化
と
輿
論
監
視
の
目
を
く
ぐ
る
た
め
、
公
に
か
こ
つ
け
て

私
腹
を
肥
や
す
、
表
裏
不
一
致
の
虚
偽
の
「
公
」
の
よ
う
な
現
象
が

現
れ
る
。
一
方
で
、
自
分
を
超
え
て
“
大
我
”
に
昇
華
す
る
可
能
性

﹇
趙
汀
陽 2011

﹈
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
“
自
己
人
”
の
道
徳

的
立
場
で
あ
る
。

　
華
人
の
自
己
観
は
、
対
人
関
係
上
で
相
互
に
依
存
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
小
か
ら
大
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
道
徳
的
方
向
性
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
己
と
集
団
と
の
関
係
は
、“
我
―
我
們
”

と
通
じ
て
い
る
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
境
界
が
伸
縮
し
て
い
る
“
大

小
我
”
で
あ
り
、
特
に
新
儒
家
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
自
己
は

身
を
修
め
る
等
の
道
徳
的
工
夫
の
働
き
の
も
と
で
、「
我
―
人
生
」

の
意
義
を
持
ち
﹇
楊
国
枢
・
陸
洛 2009 ; 

楊
宜
音 2014

﹈、
精
神
発

展
の
動
態
的
過
程
を
反
映
し
て
い
る
﹇
陸
洛 2009

﹈。

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
親
族
の
“
差
序
格
局
”
と
自
主
的
な
自
己
支

配
に
加
え
て
倫
理
社
会
の
道
徳
の
二
面
性
か
ら
、
透
過
性
の
あ
る
伸

縮
す
る
心
理
境
界
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
“
自
己
人
”

概
念
の
社
会
文
化
的
心
理
の
意
義
に
含
ま
れ
る
三
つ
の
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。“
自
己
人
”
は
「
群
」
の
よ
う
で
「
群
」
で
は
な
く
、「
家
」

の
よ
う
で
「
家
」
で
は
な
い
。「
ウ
チ
」
と
「
ソ
ト
」
を
区
別
す
る
方

法
は
、
自
己
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
で
も
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
で
も
な

い
。
そ
の
境
界
の
透
過
性
、
自
己
支
配
の
特
徴
に
よ
り
、“
自
己

人
”
は
完
全
な
協
調
的
自
己
で
も
な
く
、
完
全
な
独
立
的
自
己
で
も

な
い
が
、
独
立
的
な
協
調
的
自
己
（independent inter dependent 

self-construal

）
と
も
、
協
調
的
な
独
立
的
自
己
（interdependent 

independent self-construal

）
と
も
名
付
け
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

協
調
的
自
己
と
独
立
的
自
己
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
打
ち
抜
き
、
西

洋
社
会
で
は
互
い
に
対
立
し
て
い
る
個
人
と
社
会
を
、
関
係
の
性
質

で
「
我
―
我
們
」
を
貫
通
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
独
立
的
自
己
と

協
調
的
自
己
の
二
分
法
は
、
中
国
社
会
文
化
の
“
自
己
人
”
現
象
を
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解
釈
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
社
会
文
化
の
心
理
的
性
質
を
う
ま

く
反
映
で
き
な
い
。

　“
関
係
”
は
中
国
社
会
の
中
で
最
も
特
色
の
あ
る
社
会
関
係
と
し

て
表
象
さ
れ
、
中
国
人
の
社
会
生
活
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
な
か
で
は
、
関
係
の
“
差
序
格
局
”
の
特
性
、
す
な
わ
ち
関
係

の
相
互
作
用
特
性
、“
自
己
人
”
と
“
大
小
我
”、
自
己
と
集
団
の
関

係
を
扱
う
際
に
“
大
我
”
が
優
先
さ
れ
る
道
徳
指
導
は
、
一
定
の
状

況
に
お
い
て
は
い
く
つ
か
の
合
理
的
・
積
極
的
な
要
素
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
⑴
家
庭
等
の
知
人
社
会
で
は
、
分
配
秩
序

を
保
証
し
、
分
か
ち
合
い
、
行
動
が
予
測
可
能
な
た
め
、
信
頼
と
協

力
の
コ
ス
ト
は
比
較
的
に
低
い
。
⑵
“
大
我
”に
動
員
さ
れ
や
す
く
、

社
会
参
加
を
行
い
、
人
の
身
に
な
っ
て
推
し
量
る
こ
と
で
、
他
人
を

受
け
入
れ
て
、最
大
限
に
“
大
我
”、「
天
下
」
と
「
調
和
」、「
大
同
」

〔
中
国
の
理
想
郷
を
表
す
伝
統
思
想
で
あ
る
。
世
で
は
人
々
は
能
力

に
応
じ
て
地
位
を
得
て
、
相
互
に
親
睦
し
あ
っ
て
い
る
＝
訳
者
注
〕

を
実
現
し
、
中
国
人
に
全
体
的
な
思
考
方
式
を
提
供
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
方
、「
関
係
文
化
」
は
明
ら
か
に
現
代
生
活
と
は
相

容
れ
な
い
、
消
極
的
な
要
素
も
も
っ
て
い
る
た
め
、“
自
己
人
”
概

念
を
も
と
に
自
分
と
集
団
の
関
係
を
構
築
・
形
成
す
る
に
は
負
の
影

響
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、
⑴
小
さ
な
関
係
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意
識

し
、
ウ
チ
と
ソ
ト
を
区
別
す
る
こ
と
、
義
務
、
親
密
、
信
頼
は
特
殊

で
関
係
性
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の

対
人
相
互
作
用
が
関
係
の
営
み
を
行
い
、
各
種
の
資
源
を
関
係
規
則

の
も
と
で
分
配
を
行
う
。
正
式
な
制
度
の
も
と
で
関
係
の
潜
在
的
規

則
を
実
行
し
、
関
係
化
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
関
連
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
押

し
出
す
こ
と
で
、
平
等
を
無
視
し
、
等
級
だ
け
を
重
視
す
る
。
⑵
差

序
格
局
の
も
と
で
、
た
と
え
集
団
利
益
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
も
と

は
臣
民
の
服
従
の
心
理
状
態
か
ら
生
ま
れ
た
た
め
、
工
商
社
会
、
契

約
社
会
、
市
民
社
会
の
建
設
に
と
っ
て
は
大
き
な
障
害
と
な
る
。

　
中
国
の
“
自
己
人
”
概
念
の
存
在
す
る
土
壌
は
ま
だ
あ
る
か
否

か
、“
関
係
”
の
文
化
は
ま
だ
生
命
力
が
あ
る
か
否
か
は
、
学
術
界

の
注
目
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
中
国
の
改
革
開
放
、
お
よ
び
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
市
場
化
、
科
学
技
術
、
特
に
新
型
メ
デ
ィ
ア
の
発
展

に
伴
い
、
中
国
の
「
安
土
重
遷
」
の
郷
土
社
会
は
資
本
、
情
報
、
人

員
流
動
の
推
進
力
の
も
と
で
必
然
的
に
巨
大
な
変
化
を
遂
げ
、“
関

係
”
文
化
と
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
文
化
が
融
合
し
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

境
地
に
到
達
す
る
だ
ろ
う
。
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